
 
日
蓮
は
日
本
六
十
六
箇
国
島
二

 

ツ

の
内
に
、
五
尺
に
足 た

ラ

ざ
る
身
を
一
つ
置

 

ク

処
な
く
候
し
が
、
波
木
井
殿
の
御 お

ん

育
は
ぐ
く

み
に
て
九
箇
年
の
間
、 

身
延
山
に
し
て
心
安
く
法
華
経
を
読
誦
し
奉
り
候
つ
る
志
を
ば
、
い
つ
の
世
に
か
は
思

 

ヒ

忘

 

レ

候
べ
き
。
し
ら
ず
や
、
此

 

ノ

人
は
無
邊
行
菩
薩
の 

再
誕
に
て
や
御
座

お

わ

す
ら
む
。 

 

日
蓮
は
日
本
第
一
の
法
華
経
の
行
者
也
。
日
蓮
が
弟
子
檀
那
等
の
中
に
日
蓮
よ
り
後
に
来

 

リ

給

 

ヒ

候
は
ば
、
梵
天
・
帝
釈
・
四
大
天
王
・
閻
魔
法
王 

 

の
御
前
に
て
も
、
日
本
第
一
の
法
華
経
の
行
者
、
日
蓮
房
が
弟
子
檀
那
な
り
と
名
乗

 

ッ

て
通

 

リ

給

 

フ

べ
し
。
此

 

ノ

法
華
経
は
三
途

 

ノ

河
に
て
は
船
と
な
り
、 

 

死
出
の
山
に
て
は
大
白
牛
車
と
な
り
、
冥
途
に
て
は

燈
と
も
し
び

と
な
り
、
霊
山

り
ょ
う
ぜ
ん

へ
参
る
橋
也
。
霊
山
へ
ま
し
ま
し
て

艮
う
し
と
ら

の

廊
わ
た
り
ど
の

に
て
尋

 

ネ

さ
せ 

 

給
へ
、
必

 

ズ

待

 

チ

奉
る
べ
く
候
。 

  
 

弘
安
五
年
十
月
七
日 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

日
蓮
在
御
判 

波
木
井
殿 

其
外 

人
々
御
中 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

第四篇 大聖、晩年の光輪  その二 

    卅一、霊山往詣 

         三十一日 波木井殿御書（定遺 １９３２）  


